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第15回定例会
（３月議会）
あらまし

　
３
月
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月

13
日
ま
で
の
11
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま

し
た
。
町
長
施
政
方
針
演
述
、
教
育
長
教

育
行
政
演
述
の
後
、
７
議
員
が
一
般
質
問

に
登
壇
。
町
政
諸
課
題
に
つ
い
て
議
論
を

交
わ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
令
和
７
年
度
各
会
計
補
正
予

算
、
条
例
の
制
定
や
改
正
、
指
定
管
理
者

の
指
定
、
人
事
案
件
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
案
な
ど
全
32
議
案
と
発
委
２
件
を
審

議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

発
議
１
件
は
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
と

な
り
ま
し
た
。

「この町に
 　住んでいてよかった」と

2026ピックアップ!
町長施政方町長施政方針針
 健康推進 
人間ドック助成拡大
　76歳以上を対象に、人間ドックの受
診費用の一部を助成する仕組みを新たに
導入し、町民の健康づくりを推進します。

 行政ＤＸ 
住民票コンビニ交付
　住民の利便性向上や業務効率化を
進めるため、住民票などのコンビニ
交付の導入に着手します。

 住田中学校
グラウンド環境整備
　住田中学校の校庭に、恒久的な電
気柵を設置。野生獣の侵入を防ぎ、
安全で安心な学習環境を確保します。

 クマ対策
緊急銃猟制度に対応
　緊急銃猟制度を適切に運用するため、
鳥獣被害対策実施隊の手当やなり手確
保策を拡充し、体制強化を図ります。

 林業振興
林業応援隊員の募集
　森林整備の担い手確保策として、
林業応援隊を広く募集採用し、町内
の林業事業体へ委嘱します。

 企業人材
地域活性化企業人
　首都圏の民間企業人を一定期間受け
入れる地域活性化企業人制度を活用し、
町内企業の課題解決に取り組みます。

 住田高校
下宿費を助成拡充
　県外入学者などの増加を期待し、
教育振興事業補助金による下宿費の
助成を拡充します。

条
例
改
正

農農
林林
商
工
課
に

商
工
課
に

住
民
に
即
応
で
き
る
組
織

基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
、林
業
、商
工
業
が
一
体

と
な
り
、さ
ら
な
る
産
業

振
興
を
図
る
た
め
、農
林

商
工
課
を
設
置
す
る
。
同

課
に
は
、農
作
物
被
害
防

除
と
捕
獲
体
制
の
両
面
を

強
化
充
実
さ
せ
る
た
め
、

獣
害
対
策
係
を
新
設
。

　

企
画
財
政
課
に
は
、
情

報
戦
略
係
を
設
け
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
充
実
を
は
じ

め
、
町
民
の
利
便
性
向
上

と
役
場
業
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
行

政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。

新
た
に

�

２
係
設
置

統合
農政商工課
林政課
新設
獣害対策係（農林商工課）
情報戦略係（企画財政課）

→→農林商工課

実感できる町づくりを

△ �東海新報社より写真提供
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仕
事
と
学
び
複
合
施
設
（
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
）

種
山
ヶ
原
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
（
遊
林
ラ
ン
ド
）

令
和
６
年
６
月
に
国
の
法
改
正
に
よ
り
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
金
制
度
が
創
設
。
同
制
度
は
、
少
子
化
対
策
の
強
化
を

目
的
に
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
仕
組

み
と
な
る
。
令
和
８
年
４
月
よ
り
、
公
的
医
療
保
険
の
保
険

料
に
上
乗
せ
さ
れ
る
形
で
徴
収
が
開
始
。
今
回
、
国
民
健
康

保
険
税
条
例
を
改
正
し
、
同
支
援
金
に
係
る
課
税
を
規
定
す

る
な
ど
、
所
要
の
整
備
を
図
る
。

国民健康保険税の構成

子ども子育て支援金分の平均徴収額

民間の知恵を活かし さらなる有効活用へ
町有２施設 指定管理者に 同意

※税額は年収や世帯構成によって変動

現　行

　医療分
　後期高齢者支援金分
　介護納付金分
　　　 ↓↓
令和８年度から
　医療分
　後期高齢者支援金分
　介護納付金分
（新）子ども子育て支援金分

年度 １人あたり
月額

１人あたり
年額

１世帯あたり
月額

１世帯あたり
年額

Ｒ８ 250円 3000円 350円 4200円
Ｒ９ 350円 4200円 450円 5400円
Ｒ10 450円 5400円 600円 7200円

�
各
種
医
療
保
険
に
負
担
上
乗
せ

子
ど
も
子
育
て
支
援
金

子
ど
も
子
育
て
支
援
金

子
ど
も
子
育
て
支
援

金
の
使
途
は
。

同
支
援
金
が
活
用
さ

れ
る
事
業
は
、
児
童

手
当
の
拡
充
や
妊
婦
へ
の

支
援
給
付
、
乳
児
へ
の
支

援
給
付
な
ど
の
６
事
業
と

な
っ
て
い
る
。

問答

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
利
用
時
間
の
見
直
し
で
、
利
便
性
の
改
善

策
を
提
案
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
。
利
用
者
増
が
期
待
さ
れ
る
。

　
バ
イ
ク
の
駅
と
し
て
の
活
用
を
構
想
。
軽
食
や
ド
リ
ン
ク
も
提
供
し
て
、

種
山
で
の
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
。
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
。

指
定
管
理
者　
一
般
社
団
法
人　

浄
土
日
和

�

（
宮
古
市
）

指
定
機
関　
令
和
８
年
５
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

選
定
方
法　
選
定
委
員
会
に
よ
る
選
定

指
定
管
理
料　
年
間　

１
４
５
０
万
円

※�

浄
土
日
和　
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
、
潮
風
ト

レ
イ
ル
な
ど
の
ガ
イ
ド
業
務
、
ア
ウ
ト
ド

ア
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
の
実
績
を
持
つ
。

指
定
管
理
者　
（
有
）
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

�

（
大
船
渡
市
）

指
定
機
関　
令
和
８
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

令
和
11
年
３
月
31
日

選
定
方
法　
選
定
委
員
会
に
よ
る
選
定

指
定
管
理
料　
年
間　

３
６
０
万
円

※�

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ　
大
船
渡
市
で
す
で
に
バ

イ
ク
の
駅
を
運
営
。
令
和
7
年
は
種
山
で

バ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
た
。
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令
和
７
年
度
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
再
編

さ
れ
、
予
約
式
バ
ス
の
実

証
運
行
が
開
始
と
な
っ
た
。

加
え
て
令
和
８
年
度
に
は
、

高
校
生
帰
宅
乗
合
タ
ク

シ
ー
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
混

乗
化
の
実
証
運
行
を
行
う
。

　

公
共
交
通
対
策
事
業
で

は
、
従
来
か
ら
あ
る
路
線

バ
ス
２
路
線
（
陸
前
高
田

住
田
線
と
大
船
渡
住
田

線
）
の
運
行
へ
の
負
担
金

や
補
助
金
な
ど
も
含
め
４

５
９
８
万
円
を
計
上
し
た
。

少ない人口でも豊かな暮らし実現少ない人口でも豊かな暮らし実現
～総合計画２年目　各種事業を本格推進～

　令和８年度の一般会計予算、国民健康保険・
介護保険・後期高齢者医療の各特別会計予算、
簡易水道・下水道の各事業会計予算は３月９日
から11日の３日間にわたり予算審査特別委員会
（阿部祐一委員長）で審査しました。委員の質疑
からいくつかをお知らせします。採決では、全
会計予算が賛成多数で可決されました。

移
動
手
段
の
選
択
肢
広
げ
る

公
共
交
通
対
策
事
業 

４
５
９
８
万
円

　

今
後
、
こ
れ
ら
町
民
の

移
動
手
段
の
選
択
肢
を
広

げ
る
試
み
が
、
ど
れ
だ
け

町
民
に
定
着
し
、
町
民
の

利
便
性
を
向
上
さ
せ
て
い

く
の
か
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
実
証
運
行
は
、

ど
の
よ
う
な
対
象
が

利
用
で
き
る
の
か
。

町
内
在
住
の
高
校
生

で
町
外
に
通
学
し
、

夕
方
の
部
活
終
わ
り
に
路

線
バ
ス
の
便
が
無
く
な
る

方
が
対
象
と
な
る
。
需
要

が
あ
れ
ば
複
数
の
生
徒
の

乗
合
と
な
る
。
乗
車
は
、

午
後
７
時
か
ら
７
時
半
の

時
間
帯
が
目
安
。
予
約
は

生
徒
自
身
が
行
う
。

生
徒
の
負
担
は
ど
の

程
度
と
な
る
の
か
。

生
徒
の
帰
宅
事
業
で

あ
る
が
、
路
線
バ
ス

の
料
金
よ
り
は
高
く
な
る
。

問問 答答 高
校
生
帰
宅
乗
合

 

タ
ク
シ
ー
実
証
運
行

�

２
２
０
万
円

令和８年度　各会計予算
区　　　分 令和８年度 前年度 伸び率

一 般 会 計 54億6100万円 53億5900万円 1.9％

特別
会計

国民健康保険 6億3534万円 6億7122万円 △5.3％

介護保険（保険・サービス） 10億3074万円 10億1566万円 1.4％

後期高齢者医療 1億320万円 9316万円 10.8％

企業
会計

簡易水道事業（支出予算） 2億5855万円 2億735万円 24.7％

下水道事業（支出予算） 2億9344万円 1億6380万円 79.1％

合　　　計 77億8227万円 75億1019万円 3.6％

△ �コミュバスと予約式バスが
ともに利用できる役場前の
バス停 △ �予約式バス（愛称募集中）
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自
助
・
共
助
の
要

　
自
治
公
民
館
は
住
民
に

一
番
身
近
な
組
織
。
自
助
・

共
助
の
要
。
公
民
館
を
中

心
に
、世
代
間
で
顔
が
見

え
る
関
係
作
り
が
重
要
。

皆み
な
か
わ川　

繁し
げ

雄お 

さ
ん

　
　
（
上
有
住
字
天
嶽
）

と
向
き
合
う
時
間
が
確
保

さ
れ
、保
育
の
質
向
上
と

安
全
管
理
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
が
事
業
目
的
で
あ
る
。

笑
顔
で
プ
レ
ー
を

　
部
活
動
の
地
域
展
開

で
は
、
技
術
指
導
の
ほ
か
、

礼
儀
や
感
謝
の
気
持
ち
の

育
成
、
笑
顔
で
プ
レ
ー
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
大
切
。

菅か
ん
野の　
幸こ

う
紀き 

さ
ん

（
世
田
米
字
日
向
）

令和８年度
一般会計予算
ほか５会計予算
を可決

少ない人口でも豊かな暮らし実現少ない人口でも豊かな暮らし実現
～総合計画２年目　各種事業を本格推進～

町
民
ホ
ー
ル
は
庁
舎

建
設
当
初
か
ら
音
響

が
良
く
な
い
。
改
善
策
は

講
じ
ら
れ
た
が
十
分
で
な

い
。
令
和
８
年
度
の
工
事

は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

今
ま
で
は
、ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
な
ど
で

対
応
し
て
き
た
。
苦
情
が

あ
る
の
は
把
握
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
に
専
門
業
者

の
調
査
で
残
響
音
が
長
い

こ
と
が
問
題
と
判
明
し
た
。

地
域
展
開
を
始
め
る

の
は
ど
の
部
活
か
。

住
田
中
学
校
の
女
子

バ
レ
ー
部
、
男
子
女

子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
３

部
を
想
定
し
て
い
る
。

指
導
者
や
体
制
、
実

施
場
所
は
ど
う
か
。

３
部
で
地
域
指
導
者
、

体
制
と
も
に
整
っ
て

い
る
。
住
中
体
育
館
や
町

内
施
設
で
の
実
施
と
な
る
。

モ
デ
ル
事
業
の
目
的

と
内
容
は
。
何
カ
所

程
度
を
想
定
し
て
い
る
か
。

自
治
公
民
館
は
、
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
活

動
が
停
滞
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
活
動
を
一
度

見
直
し
、
よ
り
効
率
的
な

組
織
に
な
る
よ
う
集
中
支

援
し
た
い
。
自
治
公
民
館

か
ら
の
自
由
提
案
や
独
自

ア
イ
デ
ア
も
募
集
す
る
。

３
カ
所
を
想
定
し
て
い
る
。

新
た
な
取
り
組
み
だ

が
、
ど
の
よ
う
な
事

業
な
の
か
。

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
と
は
、

登
降
園
管
理
、日
々

の
保
育
記
録
、保
護
者
へ

の
連
絡
な
ど
の
保
育
業
務

を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を

活
用
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
し
、

一
元
管
理
す
る
仕
組
み
。

こ
れ
ま
で
の
手
書
き
中
心

か
ら
、時
間
短
縮
と
負
担

軽
減
が
図
ら
れ
る
。
園
児

問

問問

問

問

答

答答

答

答

町民ホール吸音対策工事等
２２１３万円

部活動地域展開活動支援補助金
1４２万円

自治公民館活性化モデル事業
１５０万円

保育ＩＣＴシステム導入
１１５７万円

ホ
ー
ル
脇
と
天
井
に
吸
音

材
を
張
る
対
策
工
事
な
ど

を
、
令
和
８
年
度
に
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

△ 音響課題解決へ期待

令和８年度の注目事業①

△ 園児とのふれあい充実へ
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子
育
て
の
町
へ

　
小
学
生
の
給
食
費
が
無

償
化
。
会
議
で
は
、
子
育

て
環
境
を
充
実
化
さ
せ
て

い
く
話
を
進
め
、子
育
て

の
町
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
。

�
今こ

ん
野の　
一か

ず
洋ひ

ろ 

さ
ん

�
（
世
田
米
字
川
向
）

湿
度
な
ど
を
管
理
で
き
る

然
る
べ
き
博
物
館
に
寄
託

（
保
管
や
展
示
の
管
理
を

委
託
）
す
る
見
込
で
あ
る
。

町
の
関
わ
り
期
待

　
空
き
家
の
管
理
者
も
高

齢
で
遠
方
の
方
も
多
い
。

動
物
が
住
み
着
い
た
り
、

周
囲
の
環
境
も
悪
化
。
町

の
関
わ
り
に
期
待
し
た
い
。

�

佐さ

藤と
う　
光み

つ
男お 

さ
ん

�

（
下
有
住
字
新
切
）

造
成
す
る
面
積
は
ど

の
く
ら
い
か
。

造
成
の
規
模
感
は
、

再
造
林
が
10‌

ha
、下

草
刈
り
が
33‌

ha
、徐
間
伐

が
71‌‌

ha
、枝
打
ち
が
38‌‌

ha
、

忌
避
剤
散
布
が
12‌‌

ha
、杉

シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
が
５‌

ha

な
ど
で
あ
る
。

大
船
渡
市
の
林
野
火

災
の
復
旧
が
進
む
中
、

森
林
組
合
と
の
連
携
は
。

対
策
の
前
提
と
な
る

全
戸
調
査
の
結
果
は
。

空
き
家
は
町
内
全
体

で
１
６
３
戸
、管
理

不
十
分
な
空
き
家
が
23
戸
、

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る「
特

定
空
家
」が
７
戸
あ
っ
た
。

令
和
８
年
度
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
。

空
き
家
所
有
者
へ
意

識
調
査
を
実
施
す
る
。

会
議
内
容
や
目
的
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

対
象
は
町
内
外
の
40

代
ま
で
を
想
定
し
て

い
る
。
役
場
か
ら
は
担
当

課
に
加
え
他
の
若
手
職
員

も
参
加
す
る
。
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
し

た
い
。
何
か
新
し
い
取
り

組
み
や
提
言
に
繋
が
れ
ば

良
い
。
人
材
育
成
的
な
側

面
に
も
期
待
し
て
い
る
。

令
和
８
年
度
の
関
連

事
業
の
内
容
は
。

加
盟
が
認
定
さ
れ
た

場
合
の
懸
垂
幕
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
更
新
な
ど
。

加
盟
で
構
成
資
産
と

な
る
可
能
性
が
高
い

「
紺
紙
金
字
一
切
経
」
の

展
示
は
ど
う
な
る
の
か
。

当
町
に
は
博
物
館
が

無
い
た
め
、
温
度
や

問問

問問

問

問問

答

答

答答

答

答答

町有林造成事業
７３１８万円

空き家対策事業
１８５万円

住田若者会議等開催事業
１５０万円

みちのくＧＯＬＤ浪漫関連事業
９５５万円

町
有
林
事
業
に
関

し
、
労
働
力
の
十
分

な
確
保
な
ど
で
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。

△ 気仙地方森林組合の植林作業

△ 注目を集めた関連シンポジウム

令和８年度の注目事業②

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、

令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年

を
期
間
と
す
る
新
た
な
総

合
計
画
の
２
年
目
と
な
る
。

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
高
校
生
帰
宅
乗
合

タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
、

若
者
会
議
の
開
催
な
ど
、

新
た
な
事
業
が
数
多
く
含

ま
れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。

　

予
算
全
体
と
し
て
も
、

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
一

般
財
源
の
減
少
が
見
込
ま

れ
、
高
齢
化
な
ど
に
伴
う

社
会
保
障
費
の
増
加
や
物

価
高
騰
へ
の
対
応
に
よ
り

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

と
見
込
ま
れ
る
中
、
住
民

福
祉
の
増
進
を
図
り
つ
つ
、

基
本
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
て
い
く
た

め
の
予
算
で
あ
る
と
評
価

し
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

賛
成
討
論

新
規
事
業
を
評
価

�

荻
原
勝 

委
員　

すみた議会だより　第193号
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条
例
制
定

補
正
予
算

保
育
環
境
の
充
実
へ

く
ら
し
応
援

予
算
を
配
分

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

す
み
チ
ケ
２
０
２
６

国
の
こ
ど
も
未
来
戦
略

に
基
づ
き
、孤
立
し
た
育

児
の
不
安
や
集
団
生
活
を

通
じ
た
子
ど
も
の
成
長
を

促
す
た
め
、全
て
の
子
育
て

世
帯
を
対
象
と
し
た「
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

を
実
施
す
る
。
令
和
８
年

度
よ
り
、全
国
一
斉
に
本

格
施
行
と
な
る
こ
と
か
ら
、

当
町
に
お
い
て
も
条
例
を

新
た
に
制
定
し
た
。

新
事
業
の
実
施
に
あ

た
り
、保
育
士
の
配

置
や
体
制
整
備
は
ど
う
か
。

現
状
の
保
育
園
事
業

で
は
、
十
分
な
体
制

を
整
え
て
い
る
。
新
事
業

で
は
、
申
し
込
み
が
あ
っ

た
際
、
保
育
士
の
配
置
が

可
能
な
場
合
に
限
り
、
受

け
入
れ
を
し
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
　

福
祉
施
設
に
住
所
を

移
し
て
い
る
町
民
へ

の
販
売
対
応
は
ど
う
か
。

　
　

販
売
者
側
で
町
内
在

住
者
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

家
族
の
申
し
出
に
よ
り
、

受
付
が
可
能
と
な
る
。

　
　

町
民
に
販
売
し
き
れ

な
か
っ
た
場
合
、
町

外
に
在
住
す
る
町
内
勤
務

者
に
販
売
す
る
と
伺
っ
た
。

物
価
高
騰
対
策
は
、
各
自

治
体
ご
と
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。
町
民
に
十
分
還
元

さ
れ
る
事
業
と
す
べ
き
。

　
　

ま
ず
は
町
民
に
十
分

に
購
入
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
こ
れ
ま
で
の

問答問答

問答

経
緯
も
踏
ま
え
、
券
が

残
っ
た
際
に
は
、
第
２
弾

と
し
て
、
町
外
の
町
内
勤

務
者
に
も
対
象
を
広
げ
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

第第
1414
回
臨
時
会

回
臨
時
会    

１
月
１
月
1313
日日

物
価
高
対
策　
各
分
野
幅
広
く

７
年
度 

一
般
会
計 

補
正
予
算

　
主
な
事
業

　
　
○
使
っ
て
応
援
住
田
チ
ケ
ッ
ト
２
０
２
６

　
　
○
生
活
困
窮
者
生
活
応
援
給
付
金

　
　
○
医
療
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
金

　
　
○
省
エ
ネ
家
電
購
入
促
進
事
業
補
助
金

繰越明許費 令和７年度 繰越事業（5事業）

人事異動　議会事務局
　 　（新） 事務局長　菊

きく

　池
ち

　克
かつ

　洋
ひろ

　　　　　　　　　　　 （住民税務課から）
　　　　 　　
　　　 　 事務局長　菅

かん

　野
の

　享
きょう

　一
いち

　　　　　　　（農林商工課へ）

事　　業　　名 金　　額
町勢要覧印刷事業
 （令和７年度町政施行70周年に伴う） 371万円

省エネ家電購入促進事業
 （冷蔵庫、エアコンが対象） 500万円

住田チケット2026事業
 （発行業務委託料） １億２万円

道路等改良事業
 （昭和橋架け替え工事に係る負担金） １億4915万円

避難所環境改善事業 
 （バルーン投光器、レスキューテントなどの整備） 1270万円

繰越明許費とは
　年度内に使いきれない予算を、議会の議決で翌年度へ繰り越し
て使えるようにする制度。

項　目 内　　　　　容
対象児童 保育所等に通っていない０歳６か月児～３歳未満児
実施時間 午前９時～午前１１時
利用時間 １回の利用時間を原則２時間とし、月１０時間を上限とする。
利用者負担 利用料は無料。（実費徴収が必要な場合は同意の上で可能とする）
定　　員 １日あたり各施設　２名まで

こども誰でも通園制度の主な概要（住田町版）

※保護者の就労要件は問わない

すみた議会だより　第193号
令和８年４月24日

7

議
案
審
議



オ
ン
ラ
イ
ン
化 

発
委
２
件�

可
決

一律
消
費
減
税 

発
議
１
件�

否
決

人
事
案
件

人
事
案
件

賛否の分かれた議案
金
野
　
千
津

荻
原
　
　
勝

佐
々
木
初
雄

佐
々
木
信
一

瀧
本
　
正
德

村
上
　
　
薫

阿
部
　
祐
一

林
﨑
　
幸
正

菊
池
　
　
孝

高
橋
　
　
靖

水
野
　
正
勝

佐
々
木
春
一

議
決
結
果

議案第１号　令和８年度住田町一般
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ― 可

決
発委第１号　住田町議会会議規則の
一部を改正する議会規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― 可

決
発委第２号　住田町議会委員会条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ― 可

決
発議第１号　食料品の消費税ゼロ税
率措置の課題を踏まえ、一律的な消
費減税を求める意見書

× × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ― 否
決

件名
発委第１号　�住田町議会会議規則の一部を改正する議会規則

発委第２号　�住田町議会委員会条例の一部を改正する条例

提案
要旨

　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、議会に係る手続きについてオ
ンラインによることを可能とするための会議規則の改正など、所要の整備を図る。

主な
改正内容

　タブレット端末の導入に伴い、オンラインによる会議の招集通知の送付や常任
委員会などにおけるオンライン会議などの実施を可能とする。

提出者 議会運営委員会　委員長　瀧本　正德

採決 可　決

件名 発議第１号　�食料品の消費税ゼロ税率措置の課題を踏まえ、一律的な消費減税を
求める意見書

提案
要旨

　物価高騰の長期化により、国民生活と地域経済は厳しい状況にある。政府が検
討する食料品の消費税ゼロ税率措置は、対象の線引きによる不公平、事業負担、
効果の限定性などの課題がある。このため、食料品限定措置を見直し、簡素かつ
公平で分かりやすく、国民が実感しやすい負担軽減と地域経済の下支えにつなが
る消費税率の一律的な引き下げを求める。

提出者 水野　正勝　議員　他２名

採決 否　決

【
教
育
委
員
】

　
　
　
　
　
の
任
命
に
同
意

住 

所

　

世
田
米
字
世
田
米
駅

任 

期

　

令
和
８
年
４
月
１
日
～

　

令
和
12
年
３
月
31
日

【
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
】

　
　
　
　
　
の
選
任
に
同
意

住 

所

　

世
田
米
字
川
向

任 

期

　

令
和
８
年
３
月
27
日
～

　

令
和
８
年
10
月
12
日

小
お
野
の
 香
か
江
え
  氏水

みず
野
の
　 豊
ゆたか
 氏

すみた議会だより　第193号
令和８年４月２４日
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教育環境整備・産業振興教育環境整備・産業振興
人口減少対策などで論戦人口減少対策などで論戦
ページ 質　問　者

（登壇順） 質　　問　　項　　目

10 村上　　薫
①地域産業と町の活性化
②（仮称）新昭和橋と中心地域活性化
③日本遺産「みちのくGOLD浪漫」への追加認定

11 林﨑　幸正
①経済対策
②小学校の統合と学校跡地の利活用
③町長の東京方面の出張による成果

12 金野　千津 ①公共施設の整備の見通し
②住田高校の地域創造学の発信

13 荻原　　勝 ①小中学校における鳥獣害対策
②６つのプロジェクトの展開

14 瀧本　正德
①将来を見据えた事業のあり方
②クマなどの獣害対策の対応
③簡易水道事業の健全化

15 阿部　祐一 ①町道の整備
②農業振興

16 佐々木 信一 ①防災対策
②人口減少対策

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホー
ムページ上で閲覧できます。
（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

３月議会

町
の
考
え
を
問
う

▼QRコード

一
般
質
問
で
は
、
議
員
が
執
行
機
関
で
あ
る
町
に
対
し
、
行
財
政
全

般
に
わ
た
り
、
施
策
の
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
を
聞
き
、
所
信
や
疑

問
点
を
た
だ
し
ま
す
。

質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
町
へ
の
通
告
内
容
を
一
括
し
て
質
問
。
２

回
目
以
降
は
１
問
１
答
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答

弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
、
登
壇
順
に
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

一般質問

すみた議会だより　第193号
令和８年４月24日
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議員のつぶやき

△ �利便性向上と町の活性化が期待される新昭和橋

問	

ど
う
生
か
す
新
昭
和
橋
効
果

答	

に
ぎ
わ
い
創
出
へ
活
性
化
図
る

問 
国
宝
級
と
い
わ
れ
る

「
紺
紙
金
字
一
切
経
」
の

一
部
が
町
内
か
ら
発
見
さ

れ
た
こ
と
を
契
機
に
「
み

ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

へ
の
追
加
認
定
を
申
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

教
育
長

追
加
認
定
申
請
時
期
は
、

令
和
８
年
３
月
９
日
か
ら

３
月
13
日
ま
で
。
追
加
認

定
に
必
要
な
書
類
な
ど
を

既
に
事
務
局
の
宮
城
県

涌わ
く
や谷

町
に
提
出
。
今
後
、

涌
谷
町
を
通
し
て
文
化
庁

に
申
請
書
を
提
出
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。

問 

「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ

Ｄ
浪
漫
」
に
関
し
、
町
内

関
係
団
体
と
の
連
携
を
ど

問 

令
和
９
年
３
月
に

（
仮
称
）新
昭
和
橋
が
完
成

す
る
。
新
昭
和
橋
と
世
田

米
商
店
街
の
一
体
感
の
醸

成
及
び
活
性
化
を
ど
の
よ

う
に
図
る
考
え
か
。

答 

町
長

新
昭
和
橋
完
成
を
契
機

と
し
て
、
せ
た
ま
い
町
歩

き
ガ
イ
ド
や
世
田
米
商
店

う
図
る
考
え
か
。

答 

教
育
長

追
加
認
定
に
当
た
っ
て

は
、
観
光
協
会
や
民
俗
資

料
館
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
世
田
米
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
せ
た
ま
い
町

歩
き
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
連
携
が
不
可
欠
。

協
力
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問 

認
定
へ
の
準
備
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

教
育
長

ま
ず
は
、
関
係
団
体
を

対
象
に
し
た
研
修
会
を
開

催
し
、
基
本
的
な
知
識
の

習
得
か
ら
開
始
し
た
い
。

会
な
ど
と
の
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
世
田
米
商
店
街

は
も
と
よ
り
、
役
場
周
辺

ま
で
含
め
た
一
体
的
な
醸

成
は
活
性
化
に
繋
が
る
と

捉
え
て
い
る
。

問 

新
昭
和
橋
と
蔵
並
み

の
魅
力
を
増
す
施
策
と
し

て
、
散
策
し
や
す
い
環
境

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

町
長

町
民
か
ら
の
ア
イ
デ
ア

も
頂
き
な
が
ら
賑
わ
い
創

出
、
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 

滝
観
洞
は
、
新
観
光

セ
ン
タ
ー
効
果
も
あ
り
、

入
洞
者
が
２
万
人
を
超
え

て
い
る
。
こ
の
効
果
を
中

心
地
域
へ
誘
う
施
策
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

町
長

滝
観
洞
を
基
点
と
し
て

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
、
み
ち

の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
な
ど

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

昭
和
橋
周
辺
地
域
も
含
め

た
誘
客
、
周
遊
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
。

問	み ち の くGOLD浪漫 認定申請を
答 	文化庁に提出予定

新昭和橋は、新
しい町の顔とし
て歴史を刻む。

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員
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議員のつぶやき

△ �有効活用が望まれる旧下有住小学校跡地

問	東京出張の成果は
答 	協力関係を構築

問 

町
長
に
よ
る
東
京
方

面
へ
の
出
張
目
的
と
そ
の

成
果
は
ど
う
か
。

答 

町
長

目
的
は
、
林
野
庁
を
始

め
各
省
庁
や
関
係
機
関
な

ど
へ
の
陳
情
・
要
望
活
動

で
あ
る
。
企
業
訪
問
は
、

民
間
経
済
情
勢
の
情
報
収

集
や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
へ
の
依
頼
な
ど
で
あ
る
。

成
果
は
、
町
の
経
済
振

興
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
は
じ
め
、
施
策
の
推

進
、
新
た
な
支
援
、
協
力

関
係
の
構
築
と
考
え
る
。

問 

町
内
２
小
学
校
の
統

合
を
い
つ
頃
と
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

答 

教
育
長

保
護
者
や
教
職
員
、
地

域
の
方
々
か
ら
も
意
見
を

頂
き
、
統
合
に
係
る
様
々

な
分
野
に
関
し
慎
重
な
議

論
が
必
要
と
考
え
る
。

令
和
８
年
度
の
早
い
時

期
に
統
合
推
進
協
議
会
を

開
催
し
、
統
合
の
時
期
及

び
統
合
に
向
け
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
た
い
。

問 
統
合
後
、
新
た
な
小

学
校
の
候
補
地
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答 

教
育
長

学
校
建
設
に
は
、
多
く

の
手
続
き
、
交
渉
、
説
明
、

検
討
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

児
童
数
の
減
少
に
よ
る

複
式
学
級
の
対
応
は
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

令
和
８
年
度
の
早
い
時

期
に
方
針
を
決
定
し
て
、

お
示
し
し
て
い
き
た
い
。

問 

旧
有
住
中
学
校
と
旧

下
有
住
小
学
校
の
両
跡
地

を
ど
う
活
用
す
る
考
え
か
。

答 

教
育
長

中
学
校
跡
地
は
、
利
活

用
を
図
る
た
め
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
事
業
者

を
募
っ
た
が
、
申
し
込
み

が
な
い
状
況
で
あ
る
。

小
学
校
跡
地
も
、
進
展

が
な
い
状
況
。
当
面
現
状

の
管
理
を
続
け
な
が
ら
、

活
用
の
た
め
情
報
収
集
に

努
め
て
い
く
。

経
済
対
策

問 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
は
、
早
期
に
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

町
長

現
在
、
商
工
会
と
委
託

契
約
を
済
ま
せ
て
お
り
、

早
期
販
売
で
調
整
を
し
て

い
る
。

問 

中
小
企
業
は
、
物
価

高
騰
や
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
り
、
厳
し
い
現

状
に
あ
る
。
対
策
を
講
ず

る
べ
き
。

答 

町
長

国
は
、
総
合
経
済
対
策

と
し
て
重
点
的
支
援
地
方

交
付
金
を
拡
充
。

県
は
、
物
価
高
騰
対
策

賃
上
げ
支
援
金
の
受
付
を

開
始
し
て
い
る
。

町
は
、
国
・
県
制
度
の

周
知
と
若
者
の
働
く
場
の

確
保
や
助
成
制
度
を
整
備

し
て
い
る
。

小学校の統合と
校舎の候補地を
最良のかたちに。

問	
小
学
校
の
統
合
時
期
は

答	
８
年
度
早
期
に
協
議

林
はやしざき

﨑　幸
さち

正
まさ

 議員
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議員のつぶやき

△ ｢サンクスフェス｣
　 �高校を飛び出して、住民交流。若いアイディ

アを発信

問 
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
公
共
施
設
で
は
、
必
要

な
修
繕
が
十
分
に
行
わ
れ

ず
、
不
具
合
も
見
受
け
ら

れ
る
。
公
共
施
設
個
別
計

画
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答 

町
長

平
成
29
年
に
策
定
し
た

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
き
、
建
築
系
の

27
施
設
の
公
共
施
設
個
別

計
画
を
策
定
し
、
管
理
し

て
き
た
。
建
物
の
目
標
使

用
年
数
ま
で
活
用
す
る
こ

と
を
前
提
に
修
繕
や
改
修

工
事
を
行
っ
て
い
る
。
限

ら
れ
た
予
算
の
中
、
緊
急

を
要
す
る
も
の
を
優
先
し

て
対
応
し
て
い
る
た
め
、

修
繕
が
先
送
り
に
な
っ
て

い
る
場
合
も
あ
る
。

問 

住
田
高
校
の
特
色
あ

る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い

る
地
域
創
造
学
の
成
果
と

町
内
外
へ
の
広
報
に
ど
の

よ
う
な
工
夫
が
あ
る
か
。

答 

教
育
長

地
域
創
造
学
は
生
徒
の

主
体
性
や
課
題
解
決
能
力

を
育
む
と
と
も
に
、
地
域

の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て

問 

公
共
施
設
に
つ
い
て

継
続
利
用
す
る
施
設
、
改

修
し
て
活
用
す
る
施
設
、

使
用
を
中
止
し
、
廃
止
を

検
討
す
べ
き
施
設
な
ど
、

将
来
的
な
方
向
性
を
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

答 
町
長

現
在
の
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
は
令
和
８
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

９
年
度
開
始
に
向
け
て
、

新
た
に
策
定
す
る
予
定
で

あ
る
。
計
画
策
定
の
際
に

は
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
継
続
し
て
利
用

す
る
施
設
、
改
修
し
て
長

寿
命
化
を
図
る
施
設
、
集

約
化
や
統
合
す
る
施
設
、

解
体
す
る
施
設
な
ど
の
方

向
性
を
示
し
て
い
き
た
い
。

き
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

発
信
や
、
教
育
研
究
所
発

表
会
、
教
育
雑
誌
へ
の
掲

載
に
よ
り
、
そ
の
成
果
と

意
義
を
伝
え
て
い
る
。

問 

地
域
団
体
や
事
業
者

と
の
連
携
を
広
げ
る
た
め

に
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
く
の
か
。

答 

教
育
長

マ
ッ
チ
ン
グ
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
強
化

す
る
た
め
、
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
役
場
職

員
に
も
支
援
を
求
め
て
い

く
。
継
続
的
な
関
係
性
が

築
け
る
よ
う
、
定
期
的
な

対
話
の
場
の
充
実
を
図
り
、

町
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
く
。

問 

今
後
ど
の
よ
う
な
中

長
期
的
な
方
向
性
を
描
い

て
い
る
の
か
。

答 

教
育
長

地
域
創
造
学
の
継
続
性

を
重
視
し
、
小
中
学
校
と

の
接
続
の
視
点
を
踏
ま
え

た
発
展
性
を
確
保
。
有
識

者
に
よ
る
評
価
や
検
証
で
、

学
び
の
質
の
向
上
と
、
さ

ら
な
る
発
展
を
目
指
す
。

いつ修繕される
のか。住民に説
明できる計画を。

問	公共施設の方向性を
答 	８年度に新計画策定

金
きん

野
の

　千
ち

津
づ

 議員

問	

地
域
創
造
学 

成
果
と
発
展
は

答	

検
証
に
よ
り
学
び
の
質
確
保
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議員のつぶやき

問 

住
田
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
へ
の
野
生
動
物
の
侵
入

に
よ
る
体
育
の
授
業
や
部

活
動
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

答 

教
育
長

令
和
７
年
５
月
19
日
の

登
校
時
間
時
に
２
回
、
住

田
中
学
校
校
庭
に
ク
マ
３

頭
が
出
没
。
そ
の
後
も
中

学
校
校
庭
に
は
、
サ
ル
や

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

ア
ナ
グ
マ
な
ど
の
出
没
が

相
次
ぎ
、
掘
り
起
こ
し
や

糞
な
ど
の
痕
跡
が
頻
繁
に

確
認
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
鳥

獣
出
没
に
よ
る
直
接
的
な

被
害
に
加
え
、
糞
に
含
ま

れ
る
寄
生
虫
や
細
菌
に
よ

る
被
害
を
懸
念
し
、
中
学

校
と
の
連
携
に
よ
り
、
体

育
の
授
業
や
部
活
動
を
校

庭
で
は
な
く
、
体
育
館
で

行
い
、
休
憩
時
間
に
お
い

て
も
校
庭
へ
の
出
入
り
を

自
粛
す
る
こ
と
と
し
た
。

体
育
館
で
の
活
動
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
や
部
活
動
の

日
程
調
整
な
ど
に
苦
慮
し

て
は
い
る
が
、
学
習
面
や

健
康
面
へ
の
大
き
な
影
響

は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

問 

令
和
８
年
度
の
主
な

対
策
は
ど
う
か
。

答 

教
育
長

学
校
敷
地
を
恒
久
電
気

柵
で
囲
う
な
ど
、
鳥
獣
の

侵
入
防
止
を
図
る
。
生
徒

の
学
習
面
や
健
康
面
へ
の

調
査
や
観
察
は
、
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

問 

総
合
計
画
で
は
、
特

に
重
点
的
か
つ
分
野
横
断

的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策

群
で
あ
る
「
新
た
な
公
共

交
通
」「
人
づ
く
り
」「
在

宅
医
療
介
護
」「
移
住
促

進
」「
産
業
づ
く
り
」「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
」
の

６
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動

し
て
い
る
。
令
和
７
年
度

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答 

町
長

副
町
長
が
リ
ー
ダ
ー
と

な
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

９
月
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
各
事
業
の
現
状
や
課
題
、

今
後
の
方
向
性
や
５
年
間

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
管
理

表
に
よ
り
整
理
確
認
し
た
。

直
近
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
る
た
め
の
先

進
事
例
等
調
査
研
究
進
行

表
を
作
成
。
令
和
８
年
度

以
降
に
向
け
た
方
向
性
な

ど
を
協
議
検
討
し
た
。

問 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
統

括
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
何

を
達
成
し
た
い
の
か
。

答 

副
町
長

６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
日
本
一
を
目
指
す
心
意

気
で
調
査
研
究
し
、
事
業

化
さ
せ
て
い
き
た
い
。 △ �６つのプロジェクトの中で先行

している「新たな公共交通」。�  
予約式バス実証運行のチラシ

昨年は学校周辺で
クマの出没があった。
登下校時の安全確保
策はどうであったか。

問	プロジェクトどう進める
答 	調査研究し事業化目指す

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

 議員

問	
住
田
中 

動
物
被
害
の
影
響
は

答	
授
業
や
部
活 

体
育
館
で
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議員のつぶやき

△ 山菜シーズン。クマとの鉢合わせに注意

問 
将
来
を
見
据
え
た
町

の
あ
り
方
や
、
施
設
全
般

の
見
直
し
に
、
住
民
と
の

懇
談
の
場
を
設
け
る
べ
き
。

答 

町
長

総
合
計
画
な
ど
の
見
直

し
は
、
町
内
各
団
体
の
代

表
者
を
含
む
協
議
会
で
意

見
を
受
け
進
め
て
い
る
。

町
民
意
見
を
双
方
向
で

交
わ
し
合
い
、
町
民
一
体

の
町
づ
く
り
の
た
め
の
住

民
懇
談
会
を
毎
年
開
催
し

た
い
。

問 

使
用
料
や
手
数
料
、

補
助
金
な
ど
の
見
直
し
は
。

答 

町
長

使
用
料
、
手
数
料
の
定

期
的
な
見
直
し
は
現
時
点

で
行
っ
て
い
な
い
。
経
費

問 

年
々
深
刻
さ
を
増
す

ク
マ
の
出
没
事
案
に
対
し

て
対
策
を
進
め
る
べ
き
。

個
体
数
管
理
の
展
開
は
。

答 

町
長

令
和
７
年
度
の
町
内
の

ク
マ
の
目
撃
・
出
没
件
数

は
70
件
と
過
去
最
高
で

あ
っ
た
。
憂
慮
す
べ
き
事

態
と
捉
え
て
い
る
。
ク
マ

被
害
防
止
対
策
は
、
個
体

と
比
べ
適
正
な
金
額
か
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。
補

助
金
・
交
付
金
は
、
予
算

編
成
や
各
種
計
画
の
策
定

に
お
い
て
検
証
し
て
い
る
。

簡
易
水
道

問 

水
道
事
業
は
町
民
生

活
に
直
接
関
わ
る
。
今
後

の
対
応
策
は
ど
う
か
。

答 

町
長

令
和
８
年
度
か
ら
10
年

計
画
で
あ
る
簡
易
水
道
事

業
戦
略
を
策
定
中
で
あ
る
。

給
水
原
価
が
供
給
単
価
を

上
回
る
状
況
の
解
消
に
向

け
、
令
和
８
年
度
に
料
金

に
関
し
、
水
道
審
議
会
へ

の
諮
問
を
考
え
て
い
る
。

数
管
理
、
侵
入
防
止
対
策
、

生
息
環
境
管
理
の
３
施
策

の
総
合
推
進
が
基
本
。
人

身
被
害
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
と
も
連
携
し
、
捕
獲
圧

を
強
化
し
て
い
く
。

問 

鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
が
、
安
心
し
て
捕
獲

任
務
を
担
え
る
よ
う
な
器

具
・
機
材
の
整
備
は
ど
う

か
。答 

町
長

当
町
の
鳥
獣
捕
獲
対
策

は
、
町
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
を
中
心
に
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。
隊
員

報
酬
や
捕
獲
報
償
費
の
ほ

か
、
猟
銃
や
ワ
ナ
の
購
入
、

保
険
代
な
ど
、
捕
獲
活
動

に
要
す
る
経
費
を
補
助
し
、

実
施
隊
活
動
を
支
援
し
て

い
る
。

ク
マ
捕
獲
用
箱
ワ
ナ
や

電
気
シ
ョ
ッ
カ
ー
、
セ
ン

サ
ー
カ
メ
ラ
、
防
護
盾
、

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
を

順
次
整
備
し
て
き
た
。
こ

れ
ら
を
貸
与
す
る
な
か
で
、

隊
員
の
安
全
性
の
確
保
、

捕
獲
活
動
の
省
力
化
や
効

率
化
に
結
び
つ
け
て
い
き

た
い
。

問	

ク
マ
の
個
体
数
管
理
を

答	

連
携
し
捕
獲
圧
を
強
化

クマの出没は深刻
事態。
住田暮らしの楽しみ

「山菜取り・キノコ
狩り・渓流釣り・農
林作業…」に不安。

問	施策全般の見直しは
答 	住民懇談会を毎年開催

瀧
たき

本
もと

　正
まさ

德
のり

 議員
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議員のつぶやき

問 

町
道
の
通
行
の
支
障

と
な
る
法
面
の
立
木
の
伐

採
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

大
き
な
被
害
と
な
る
前
に

計
画
的
な
対
策
を
講
ず
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

町
長

道
路
敷
地
内
な
ど
に
あ

る
立
木
は
、
そ
の
生
育
状

況
に
応
じ
て
事
前
伐
採
を

実
施
し
て
い
る
。

町
道
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
「
建
築
限
界
」
が

設
定
さ
れ
、
構
造
物
を
配

置
し
て
は
い
け
な
い
空
間

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
土

地
の
所
有
者
に
は
こ
の
建

築
限
界
を
目
安
と
し
、
伐

採
や
剪
定
な
ど
の
適
切
管

理
を
お
願
い
し
て
い
る
。

風
雨
な
ど
に
よ
り
、
道

路
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

や
む
を
得
ず
緊
急
措
置
と

し
て
伐
採
を
行
っ
て
い
る
。

問 

町
道
や
農
道
な
ど
側

溝
に
蓋
の
無
い
所
も
あ
る
。

特
に
急
カ
ー
ブ
の
所
は
冬

期
間
に
脱
輪
な
ど
を
し
や

す
い
。
安
全
対
策
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

町
長

道
路
側
溝
は
町
道
が
冠

水
し
な
い
よ
う
排
水
す
る

こ
と
が
主
目
的
で
あ
り
、

新
設
工
事
を
行
う
際
に
は

蓋
を
し
て
い
る
。

農
道
の
急
カ
ー
ブ
な
ど

は
、
現
地
を
確
認
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
た
安
全
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

問 

農
地
集
積
を
図
り
な

が
ら
意
欲
的
に
経
営
を
拡

大
す
る
若
手
農
業
者
が
出

て
き
た
。
貴
重
な
担
い
手

へ
の
円
滑
な
支
援
が
必
要

と
捉
え
る
が
ど
う
か
。

答 

町
長

担
い
手
育
成
の
事
業
を

活
用
し
た
新
規
就
農
者
に

は
、
営
農
指
導
と
併
せ
て

規
模
拡
大
に
伴
う
機
械
導

入
に
も
、
国
・
県
の
事
業

を
斡
旋
し
て
い
る
。
当
町

と
し
て
も
町
単
独
事
業
で

あ
る
農
業
機
械
等
導
入
支

援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

を
促
し
設
備
投
資
を
支
援

し
て
い
る
。

問 

高
機
能
バ
イ
オ
炭
の

活
用
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答 

町
長

高
機
能
バ
イ
オ
炭
と
当

町
の
鶏
ふ
ん
炭
を
活
用
し

な
が
ら
効
果
分
析
、
普
及

拡
大
の
可
能
性
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
令
和
７
年
度

は
、
新
品
目
に
ピ
ー
マ
ン

と
ネ
ギ
を
加
え
て
実
証
試

験
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

バ
イ
オ
炭
の
施
用
に
は
多

く
の
鶏
ふ
ん
炭
を
使
用
す

る
の
で
耕
畜
連
携
と
Ｊ
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
に
繋
が

り
、
製
造
拠
点
の
強
み
を

生
か
し
普
及
を
図
る
。

△ 土づくりのため堆肥散布する若手農業者

問	若手農業者へのサポートを
答 	営農指導や設備投資を支援

意欲ある若手の担い
手は、農業者として
はもちろん地域社会
の担い手としても大
きく育てるべきだ。

問	
支
障
木
管
理
の
促
進
は

答	
必
要
な
安
全
対
策
を
実
施

阿
あ

部
べ

　祐
ゆう

一
いち

 議員
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問 
総
合
計
画
で
は
、
人

口
減
少
社
会
に
適
応
し
、

豊
か
で
活
力
あ
る
暮
ら
し

を
実
現
す
る
と
し
て
い
る

が
、
住
田
町
を
ど
の
よ
う

に
維
持
し
て
い
く
考
え
か
。

答 

町
長

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド

を
緩
や
か
に
し
て
い
く
。

現
状
維
持
や
増
加
は
相
当

困
難
で
あ
り
、
今
後
数
十

年
間
の
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
。
人
口
減
少
を

マ
イ
ナ
ス
と
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
見
方
や
考
え
方

な
ど
を
柔
軟
に
捉
え
、
こ

の
町
を
未
来
の
世
代
に
繫

い
で
い
く
。

問 

移
住
や
定
住
を
希
望

す
る
方
に
、
安
心
し
て
快

問 

消
防
団
員
は
地
域
防

災
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
防
災
体
制
を
支
え

る
団
員
の
確
保
に
向
け
て

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
か
。

答 

町
長

団
員
数
の
減
少
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
捉
え
て

適
に
暮
ら
せ
る
住
環
境
の

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答 

町
長

総
合
計
画
に
お
い
て
、

移
住
者
用
住
宅
や
町
営
単

身
寮
の
整
備
、
住
ま
い
の

相
談
窓
口
の
設
置
に
取
り

組
む
。

問 

関
係
人
口
の
創
出
や

地
域
住
民
と
の
交
流
が
重

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

町
長

令
和
8
年
度
は
、
町
内

の
若
者
と
首
都
圏
の
若
者

が
交
流
す
る
「
住
田
つ
な

が
り
会
議
」
を
開
催
す
る

予
定
。
多
く
の
若
者
が

様
々
な
人
と
出
会
い
、
刺

激
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
域

の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
。

い
る
。
団
員
確
保
の
取
り

組
み
は
、
個
別
訪
問
や
知

人
・
友
人
を
通
し
た
団
員

の
勧
誘
に
努
め
て
い
る
。

団
員
報
酬
の
引
き
上
げ
や

出
動
報
酬
の
処
遇
改
善
に

も
取
り
組
み
、
消
防
団
と

も
十
分
に
意
見
交
換
を
行

い
、
団
員
の
確
保
に
努
め

た
い
。

問 

消
防
団
の
再
編
整
備

を
考
え
る
べ
き
と
思
う
が

ど
う
か
。

答 

町
長

消
防
団
組
織
再
編
は
、

重
要
課
題
と
し
て
捉
え
て

い
る
。
消
防
団
と
意
見
交

換
を
行
い
、
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問 

消
防
団
協
力
事
業
所

へ
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答 

町
長

住
田
町
消
防
団
協
力
事

業
所
表
示
制
度
実
施
要
綱

に
基
づ
き
、
消
防
団
の
活

動
に
積
極
的
に
協
力
す
る

事
業
所
に
対
し
て
、
そ
の

証
と
し
て
表
示
証
を
交
付

し
て
い
る
。

柔軟な発想で
若者と交流する

ことが大切

議員のつぶやき

問	

消
防
団
員
の
確
保
策
は

答	

処
遇
改
善
に
取
り
組
む

△ 出初式で堂々行進の消防団

佐
さ

々
さ

木
き

　信
しん

一
いち
 議員

問	どう進める関係人口創出
答 	首都圏でつながり会議
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議　会
レポート

議員定数報酬等
検討特別委員会を設置

議
員
の
な
り
手
対
策

３
期
連
続 

無
競
争

本
格
調
査
開
始

こ
の
ほ
ど
当
議
会
は
、

深
刻
な
議
員
の
な
り
手
不

足
対
策
や
議
会
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
、「
議
員

定
数
報
酬
等
検
討
特
別
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

当
委
員
会
で
は
、
町
の
実

情
に
即
し
た
、
よ
り
良
い

議
会
の
実
現
を
目
指
し
、

本
格
的
な
調
査
や
研
究
、

住
民
と
の
意
見
交
換
に
取

り
組
み
ま
す
。

○�議会・議員活動に係る議員の�  
活動量実態調査

○議員定数・報酬に係る議員の意向調査

○�実態調査や意向調査の分析と協議検討、� 
方向性の決定

○�決定した方向性に関する住民との�  
意見交換会の開催

○�住民との意見交換会を踏まえた�  
最終の協議検討、方向性の決定

○�年内の本会議にて、各検討事案に係る�  
調査報告書を議長へ提出

特別委員会の主な活動

特別委員会の編成

委員長 	  水野　正勝
副委員長 	  瀧本　正德
（議長を除く全11議員で構成）

議員報酬改定の推移
Ｈ10年〜 Ｈ15年〜 Ｈ17年〜

議　長 268,000円 263,000円 258,000円
副議長 215,000円 211,000円 207,000円
議　員 203,000円 199,000円 196,000円

町長（参考） 705,000円 690,000円 675,000円
　　

議
員
研
修
会�

令
和
８
年
２
月
10
日

一
般
質
問
の
あ
り
方

議
員
の
心
構
え

町
政
調
査
会
長
の�

�

ひ
と
こ
と

林
﨑　
幸
正　
議
員

今
回
の
研
修
を
機
に
、

一
人
で
も
多
く
の
議
員
が
、

一
般
質
問
や
発
言
に
取
り

組
む
こ
と
を
願
う
。

負
託
に
応
え
る

地
方
議
会
に
は
、
多
様

化
す
る
地
域
課
題
に
適
確

に
対
応
し
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
運
営
を
進
め
る

こ
と
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
一

般
質
問
の
意
義
や
役
割
を

再
確
認
し
、
住
民
の
負
託

に
応
え
る
心
構
え
を
学
び
、

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か

す
た
め
、
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

講 

師
岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会

参　
与

　
米ま

い
田た　
武た

け
美み　
氏

主な研修内容
・地方議会の役割と責任
・議会の議決権限（政策決定）
・一般質問の意義と役割
・一般質問の留意点
・議員の職務・義務と心構え
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２常任委員会　所管事務調査

団
員
の
減
少
と
高
齢
化
が
課
題

調
査
項
目

　
防
災
対
策
の
強
化

日
時

　

令
和
８
年
２
月
25
日

実
施
し
た
活
動

　

総
務
課
と
の
意
見
交
換

意
見
交
換
の
項
目
と
内
容

①
消
防
団
の
現
状

町
消
防
団
は
、
１
本
部
６
分
団
、
１

８
１
名
の
団
員
（
機
能
別
団
員
を
含
む
）

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
団
員
数
の
減
少

と
高
齢
化
が
大
き
な
課
題
。

②
消
防
施
設
の
状
況

一
部
の
消
防
屯
所
で
は
老
朽
化
が
進

ん
い
る
。
自
治
公
民
館
を
兼
ね
て
い
る

屯
所
は
、
40
年
以
上
経
過
。
建
て
替
え

な
ど
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と
捉
え
る
。

③
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課
題

各
自
治
公
民
館
22
カ
所
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
組
織
役
員
の
引
き
継
ぎ
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
活
動

が
停
滞
し
て
い
る
組
織
も
あ
る
。
機
能

や
実
効
性
を
高
め
る
研
修
や
訓
練
の
充

実
を
図
り
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
活
動

と
な
る
よ
う
後
押
し
が
必
要
と
考
え
る
。

④
避
難
所
の
現
状
と
防
災
マ
ッ
プ
活
用

指
定
避
難
所
と
し
て
39
カ
所
、
指
定

一
時
避
難
所
と
し
て
16
カ
所
が
指
定
。

災
害
の
種
類
に
よ
り
、
使
用
可
能
な
避

難
所
が
限
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

今
後
の
調
査
予
定

�

住
田
町
消
防
団
と
の
意
見
交
換

総
務
教
民

委
員
長　
阿
部　
祐
一

事
業
承
継
の
課
題
を
洗
い
出
し

調
査
項
目

　
地
域
産
業
の
事
業
承
継
及
び
担
い
手

確
保日

時
　

令
和
７
年
12
月
19
日

実
施
し
た
活
動

　

�

農
政
商
工
課
、
商
工
会
と
の�

意
見
交
換

意
見
交
換
の
項
目
と
内
容

①�

事
業
承
継
に
係
る
町
の
取
り
組
み

経
営
改
善
事
業
の
一
環
と
し
て
、
専

門
業
者
で
あ
る
㈱
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
へ
の

業
務
委
託
を
行
い
、
事
業
継
承
に
つ
い

て
の
意
向
調
査
を
実
施
。

②
㈱
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
に
よ
る
調
査
状
況

町
内
事
業
所
へ
の
継
続
意
向
調
査
を

実
施
。
そ
の
中
で
、
事
業
承
継
の
仕
組

み
を
説
明
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
町
内

の
相
談
件
数
は
16
件
で
、
事
業
承
継
が

出
来
た
事
業
所
は
、
１
件
と
な
る
。

③�

町
内
事
業
所
の
状
況
分
析

後
継
者
が
い
る
場
合
で
も
、
資
金
繰

り
や
コ
ロ
ナ
対
策
の
融
資
返
済
な
ど
に

よ
り
、
承
継
が
難
し
い
事
業
所
が
あ
る
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
り
、
免
税
事
業

者
（
売
上
１
０
０
０
万
円
以
下
な
ど
）

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
や
赤
字
経
営
で

も
消
費
税
を
納
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と

な
ど
も
重
荷
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
、
㈱
ラ
イ
ト
ラ
イ
ト
の
意
見

�

・
事
業
承
継
の
制
度
周
知
が
必
要
。

・
法
人
化
や
広
域
的
な
対
応
も
。

・
操
業
に
係
る
後
押
し
の
支
援
も
重
要
。

産
業
経
済

委
員
長　
村
上　
薫

△ 改築が待たれる消防屯所

△ 後継者問題などについて説明を受ける
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全国コンクールで奨励賞

熱あ
つ

く
盛も

り
上
が
れ

す
み
た 

あ
つ
も
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、
住
田
高
校
生
と
議
員
と
の
意
見
交

換
会
「
す
み
た
あ
つ
も
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
２
月
10
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
年
生
の
３
名
が
地
域
創
造
学
で
取
り
組
ん
だ
成

果
発
表
を
行
っ
た
後
、
議
員
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
目
線
で
の
発
表
や
提
案
は
率
直
で
新
鮮
。
議
員
団
も
、

視
野
が
広
が
る
、
心
地
良
い
刺
激
を
受
け
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

す
み
た
議
会
だ
よ
り
１
８

８
号
が
、
第
40
回
町
村
議
会

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
奨

励
賞
（
言
語
・
文
章
部
門
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
や
メ

リ
ハ
リ
、
余
白
設
計
に
統
一

感
が
あ
り
、
紙
面
構
成
は
高

水
準
」
と
の
講
評
。
こ
れ
か

ら
に
繋
が
る
う
れ
し
い
評
価
。

金
きん

野
の

 結
ゆい

花
か
 さん

　△ 現広報編集委員

△ 議場を会場に、和やかな中でも真剣な質疑応答が行われた。

佐
さ さ き

々木 優
ゆ

衣
い
 さん 湯

ゆ
浅
あさ

 皓
こう

埜
や
 さん

僕
か
ら
見
た
住
田
町

地
域
み
ら
い
留
学
生
と
し
て

神
奈
川
県
か
ら
住
田
高
校
に
入

学
。
高
校
で
の
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
都
会
か
ら
来
た
か
ら

こ
そ
感
じ
る
住
田
町
の
魅
力
を
、

未
来
に
残
し
て
い
き
た
い
。

花
の
魅
力
に
つ
い
て

花
の
美
し
さ
や
花
言
葉
に
興

味
が
あ
り
、　

高
校
で
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
を
育
て
る
活
動
を
開
始
。

花
の
栽
培
や
、
作
品
の
制
作
な

ど
花
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

Ｌ※

Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
に 

対
す
る
理
解
を 

住
高
か
ら
深
め
る

世
の
中
に
は
多
様
な
性
の
在

り
方
が
あ
る
一
方
で
、
認
知
度

が
低
く
、
差
別
が
残
っ
て
い
る

現
実
が
あ
る
。
生
徒
の
意
見
が

反
映
さ
れ
や
す
い
住
田
高
校
の

強
み
を
活
か
し
、
理
解
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議会を傍聴しよう！
　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の６月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

令和８年３月
議会の傍聴者は

1717人人でした。

６月議会は
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

一般質問 議案審議

※�LGBTQ＋とは　同性愛者（LGB）や心と体の性が一致しない人（T）など、性的指向や
性自認が多様な方々の総称です。「＋」はそれ以外も含みます。
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パート

25

人
の
命
の
た
め
に

ゲ
ー
ム
が
大
好
き

広報編集常任委員会
発行責任者	 議　　長	 佐々木　春　一
	 委 員 長	 荻　原　　　勝
	 副委員長	 金　野　千　津
	 委　　員	 水　野　正　勝
	 	 高　橋　　　靖
	 	 阿　部　祐　一
	 	 佐々木　信　一

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来将来のの夢夢をを語語るる
コーナーです。コーナーです。
　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し
込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

▼このたび、議会広報紙の全国コンクールで、奨励

賞を受賞しました。いつも読んでいただいている皆

さまをはじめ、これまで制作に関わってくださった

方々に、心より感謝申し上げます。▼今号では、議

会のあらまし、議案審議、議会レポートを担当させ

ていただきました。限られた紙面の中で、できるだ

け内容を分かりやすくお伝えできるよう努めました。

ご感想をお寄せください。

委員　水 野 正 勝編集後記

　僕の夢は、 ｅスポーツゲーマーにな
ることです。 僕はゲームが大好きだし、
ゲームの大会などを見ると、 すごく楽し
いからです。 僕もあの場所に立って、
ゲームの大会で優勝して、 大好きなゲー
ムで全国制覇したいです。

僕の将来の夢は、 消防士になること
です。 理由は、 僕のお父さんも消防士
をしていて、 どれだけ恐ろしくても、 人
のために、 すぐ行動をしていました。 僕も、
たとえ一つの命だとしても、 恐れずに、
勇気をもって、 みんなに頼られる消防士
になりたいです。

世田米小学校６年

佐
さ と う
藤　虎

こ て つ
徹

（世田米字川向）

住田中学校１年

立
たちばな
花　快

か い と
翔

（下有住字新切）

日に日に暖かくなり、あちらこちらで桜が
咲き誇り、春を感じられる４月。世田米保育
園の子どもたちは鯉のぼりと背比べをして大
盛り上がり。
「僕のほうが大きいでしょ！」「私も鯉のぼ
りみたいだよ！」と園児たちの笑顔がはじけ
ます。

表紙の写真表紙の写真
世田米保育園
世田米保育園
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